子どもに対するデス・エデュケーションのためのプログラム開発に関する研究 by 竹内 幸江
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平成 14年 6月～ 7月
平成 14年 7月18日
平成 14年 10月16日～
平成 15年 3月 5日
平成 14年 9月～12月
平成 15年 1月15日




















開催日時: 平成 13年3月24日 (土)















りー代 】 .30代 11 50代 9 70代 3
.2日代 11 40代 6 60代 9 無回答 8
回rTn･･性別
朔性 2 女性 54 無回答 2
回答者 ･職業
看護職 13 無職 5 パート 2
主婦 10 農業 .自営業 3 団体職員 1
回答者 ･15歳以下の子どもの有無












































b.ない 23(39.7%) (聞かれたことはないが話した 1)










































































































































































































































◇ペットなどとの死別体験 ある 26名 ない 3名 おぼえていない 1名
ハムスター (5) 犬 (3) 鯉 (2) 烏 猫 (学校で飼っていた)ウサギ 子馬 やぎ









とても悲しかった (7) 悲しかった (3) ちょっと悲しかった 泣いた (3) かわいそう (2)
年だからしようがない 不思議に思った すそそばにいる気がする
◇ ｢死ぬ｣ってどういうことだと思うか
悲しい (10) こわい (3) 苦しい (2) 不思議
この世にはいない (5) 誰とも会えなくなる (5) 天国へ行く 知らない所へ行く
戻ってこない 死んでも心の中にいる
話したり問いたりできなくなる (4) 動かなくなる (2) 何も感じなくなる (2)

























































































































































































































































































































































第9回 1/15(水)3,4時間目 (10:55-12:30) 実施者 ;竹内
･どのグループも劇の練習｡(背景の出し方がうまくいかなかったり､ナレー ションが早過ぎたりする
ので直す｡)
第 10回 1/29(水)3,4時間目 (10:55-12:30) 実施者 ;竹内
･総練習 (どのグループも音楽を考えてきて､使っているOだいぶ人形劇らしく上手になってきた.)








































































で行った｡第 1作｢ぼくの心の中に‥.Jは平成 13年 2月 15日に､第 2作の｢赤い鼻のボ


























時間 授業展開 指導上の留意点 予想される徴候
5分 ･授業者の自己紹介 ･わか りやすい説明方法で子 ･何が始まるんだろ
･授業方法および人形劇 どもたちの興味をひきつけ うという人形劇に
の説明 るようにする. 対 す る興 味 を もつ.
25分 ･人形劇の上浜 ･子 どもたちが どのよう ･人形劇 に集中す
な 反 応 を 示 して い る か る｡
観 察 す る. (許 可 を得 てビデオ投影)･飽きないように､場面転換の際は､スムーズに行う. ･自分の体験 を思い出す.話の内容 に興味がわかない.
40分 ･人形劇の話や自分の体 ･自分の体験など話をしたい ･fil極的 に話 した
験談をもとに,死につ 子どもに挙手させ､自由に い と思 つ`た り､
いて考え､死ぬことを 話してもらう. 消極的 になった
どう思うか､命の大切 ･こちら.の意見や考えは押 し りする.
さについて話し合う. 付けず､子 どもの発言内容 ･死 に対 し.て様 々
を繰 り返して､みんなに語 な感情が生まれ
るようにする.･話したくない子どもには強要 ない｡ る｡
15分 ･感想を含むアンケー ト ･友人に見 られたくない場合 ･話す ことが苦手






















































写真 3.｢ぼくの心の中に‥｣を観劇 した子 どもたちと教師
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写真4.第 2作 ｢赤い鼻のボポ｣の主役 (中央)とその仲間たち






















小林 容 ( 〝 )
清水 利美 ( 〝 )
中山香代子 ( 〝 )
奈良定 健 ( 〝 )
二ノ宮あずさ ( 〝 )
根橋 幸恵 ( 〝 )
虞川 紗綾 ( 〝 )
宮腰 千鶴 ( 〝 )
村上しのぶ (学部5期生)
山口 智子 ( 〝 )
大森 寛子 (学部6期生)
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人形劇② 脚本
｢赤い鼻のポポー大切なこと-｣
ボウルデイン･子どもの生と死を考える会 作
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赤い鼻のポポ - 大切なこと-
【場面1】
暗転
ポポ登場 泣きながら歩いている｡
子どもたちの声 :見て !あの子の鼻､変なのオ｡
あれって､夜になるとどカビカ光るらしいぜ｡
ええ､ほんとお?ねえ､触るとうつるのかなあ?
きっとそうよ｡うわあー !逃げろ- !
あっちへ行けよ｡(ザワザワしている)
ナレー ション:この子の名前はポポ｡生まれた時から鼻が赤く､大きくて､みんなにいじめられていま
す｡
【場面2- 家の中】
ポポ:(泣きながら)母さん｡あのね､今日もみんながね､ぼくの鼻のことを馬鹿にするんだよ｡
母:まあ､何て言うの?
ポポ:｢夜光るんだ｣とか ｢一緒に遊ぶとうつるんだ｣とか｡
母 :そう､､､O
ポポ:うつったりなんかしないよね､光らないもんね｡
母 :そうよ｡お母さんはポポのお鼻が大好きよ｡それにポポは､すごくいい子だもの｡
ポポ:じゃあ､どうしてぼくには友たちできないの?
母:･･-･大丈夫､きっとできるわよ｡
ポポ:できないよ!
ポポ､家を飛び出す｡
【場面3- 池】
暗転
ポポは近くの池に行き､池の水面に顔を映して眺める｡
ナレー ション:ポポは､家の近くにある池に行きました｡そして､そっと池をのぞきこみました｡池の
水面には､赤くて大きな鼻をした自分が映っています｡
ポポ､嫌になり水面をバシャバシャとかき乱す｡
突然､バッシャーンと何かが池に落ちる音がする｡
ナレー ション:大変です｡何かが落ちたようです｡
ポポ:何だ何だ?
テツ (声のみ):た､た､助けてえ!溺れちゃうよお!
ポポ:あっ!誰かが溺れてる!
ポポ､声のほうに向う｡(池に飛び込んで､チッを助ける｡)
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ナレー ション:ポポはいそいで声のする方へ行き､そこで溺れていた目の見えない狼を助けました｡
【場面4- 3と同じ池】
ポポにつかまって､テツ登場
テツ:ゲホッ､ゲホッ!助けてくれてありがとう｡いっもはこんな失敗しないんだけど､本当にありが
とう｡ぼくはテツって言うんだ｡君の名前は?
ポポ:(鼻を隠しながら)ポ､ポポ｡
テツ:ポポか､いい名前だね｡
ポポ:あ､あのさ､テツはぼくの顔を見て驚かないの?
テツ:えっ!どうして?
ポポ:んっ!い､いいの｡何でもない｡
テツ:ぼくは目が見えないから､誰も一緒に遊んでくれないんだ｡だから､いつも一人ばっちでつまん
ないんだよ｡
ポポ:(うれしそうに)じゃあ､ぼくが友だちになってあげてもいいよ｡
テツ:えっ!ほんとに?目が見えないぼくでもいいの?
ポポ:(倖そうに)いいよ!友たちになってあげるよ｡明日､一緒に遊ぼうよ｡
テツ:うれしいよ｡ぼくの友たちになってくれるなんて!明日ここで待ってるよ｡
ポポ:うん｡バイバイ｡
ポポとテツが別れる｡
【場面5- 家の中】
暗転
ナレーション:ポポは､嬉しくなって､いそいで家に戻りました｡
ポポ､踊るように家に戻ってくる｡
ポポ:ただいま-｡母さん､あのね､友だちができたよ｡目が見えない子なんだ｡だからぼくの鼻のこ
とわかんなくてさ｡テツって言うんだ｡テツは友だちがいないんだって｡だからぼくが友たちに
なってあげたんだ｡
母 :そう､､､､｡(ひとり言で)鼻のこと隠したままで､友たちになれるのかしら､､､､｡
ナレー ション:ポポのお母さんは､不安でしたO
【場面6- 公園】
暗転
公園でポポとテツが遊んでいる｡頭上には､蝶が舞っている｡
ナレー ション:次の日､約束通り､ポポとテツは一緒に遊ぶことになりました｡
ポポ:何して遊ぼうか､､､､｡そうだ､かくれんぽしよう｡･･あっ､でも無理だよね｡
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チッ:そんなことないよ｡ぼくは目が見えないけど､耳や鼻や手や足､いろんなところで感じることが
できるからO
ポポ:どういうこと?
チッ:たとえば､臭いや音でポポのいる場所がわかるし､ポポに触れば､ポポの大きさとか顔の形だっ
てわかるんだ｡
ポポ:えっっ!顔がわかるの? (あわてて鼻をかくす)
テツ:その人の心もわかる時があるんだよ｡嘘をついているかどうかも､なんとなくわかるんだ｡
ポポ:あ､あのさ｡き､急に用事思い出しちやった｡さ､さよなら｡
ポポ､あわてて逃げる｡
チッ:あっ､待ってよ｡ポポ｡
【場面7】
暗転
ポポ､しょんぼり歩いている｡
ナレー ション:ポポは､前にお母さんが言った言葉を思い出していました｡
母 (声のみ):ポポ､あなたは鼻のことをとても気にしているけど､お父さんもお母さんもポポのこと
が大好きなの｡あなたが生まれた時､本当に嬉しかった｡優しくて､正直な子になりますように
ってお祈りしたのよ｡ポポはその通りの優しい子になってくれた｡私たち自慢の子どもなのよ｡
ポポ:でも､､､テツに嘘ついちやった｡鼻も変だし､心も悪い｡こんなぼくが生きていてもいいことな
いよ｡
【場面8- 木】
ポポが歩いていると､サダが青虫をいじめている場面に出くわす｡
その頭上には蝶が舞っている｡
ナレー ション:ライオンのサグくんが､また青虫をいじめています｡サダくんは､ポポのことも ｢鼻が
赤くて大きい｣と言っては､よくいじめるのです｡
サダ:お前､気持ち悪いぞ-0(青虫をつついている)
青虫が逃げ回るのをサダがいじめる｡
ポポはためらうが､一瞬､止めようとして1歩踏み出そうとする｡
ナレー ション:ポポは､迷いました｡かわいそうな青虫を助けたいのですが､サダくんがこわいのです｡
サダがポポに気づく｡
サグ:なんだよ､でか鼻｡何か用か?
ポポ:そ､そうじゃないけど､､､青虫くん､か､かわいそうだと､お､思って｡
サダ･.なんだと!
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サダがポポに近づこうとすると､ポポはあわてて逃げ出す｡
ナレー ション:やっぱりこわい｡ポポは逃げ出しました｡
【場面9】
ポポ､走り疲れて､しゃがみ込む｡
そこへ蝶が飛んでくる｡
煤 :ポポ､ありがとう｡
ポポ:えっ!
煤 :青虫くんを助けようとしてくれたでしょ｡
ポポ :蝶々さん､見ていたの? でも､助けてあげられなかった､､｡やっぱり､ぼく､だめな子なんだ｡
煤 :どうして?
ポポ :ぼくなんか､鼻もこんなだし､せっかくできた友だちにも嘘ついちやって､､､｡
煤 :でも､さっき､いじめられている青虫くんを見て､かわいそうだと思ってくれたじゃない｡ほかの
人の悲しみや辛さがわかるっていうのは､とても大切なことなのよ｡
ポポ:ほかの人の悲しさや辛さを感じること?
煤 :そうよ｡自分が悲しい思いをすると､ほかの人の悲しい気持ちもわかるでしょ?ポポは､自分の鼻
のことで､いつも悲しい思いをしていた｡だから､それだけ､人の悲しい気持ちがわかって､優し
くできる｡すごいことよ｡
ポポ:ぼくがすごい?
煤 :そう､すごい!
ポポ:友だちに嘘ついたのに?
煤 :これから､テツくんに本当のこと話してみたら?きっと､許してくれると思う｡テツくんも､日が
見えない分だけ､人の気持ちがわかるんだもの｡
ポポ:でも､こんな鼻だから､これから先も､きっといいことないよね｡さっきの青虫くんだって､あ
んな身体じゃなかったら､幸せなのに｡
煤 :ポポ､私も苦は青虫だったのよ｡
ポポ :えっっ､ほんと?だって､蝶々さんはこんなにきれいなのに?
煤 :青虫が大きくなると､私みたいな蝶になるのよ｡私も昔はずいぶんといじめられたわ､､､｡
ポポ :そうか !だから蝶々さんも優しいんだ｡(少し考えて)じゃあ､ぼくの鼻も､大きくなったら､
なおるかな?
煤 :それはわからないわ｡でも､大切なのは鼻じゃないと思うけど｡もっと大切なことがあると思うわ
よ｡
ポポ:大切なこと? (少し考えて)ぼく､よくわかんないや｡
煤 :きっと､これからわかる時が来るわよ｡
蝶去って行く｡
ポポ､蝶を見送ってから､チッのところに戻る｡
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【場面 10- 6と同じ公園】
ナレー ション:ポポはいそいで､テツのところに行きました｡謝らなくてはいけないと思ったのです｡
暗転
ポポ :テツ!
テツ:ポポ!
ポポ:テツ､ごめんね｡
テツ:急に帰っちやったから､ぼくのこと嫌いになったのかなって､心配したんだ｡
ポポ:あのね､､､､｡(テツの手を自分の鼻にもっていく)
テツ:うわ-､ポポの鼻って大きいんだね｡かっこいいなあ｡
ポポ:え?ぼくの鼻がかっこいい?
テツ:うん｡
ポポ:そうか､､､｡テツ､遊ぼう!
そこへ､サダが通りかかる｡
あわてて､チッの後ろに隠れるポポ｡
サダはちらっと見て､肩を落として､通りすぎる｡
テツ:どうしたんだい?
ポポ:ぼく､あの子､苦手なんだ｡いつもいじめられるんだ｡でも､今日は何も言わないで行っちやっ
た｡どうしたんだろ｡
テツ:ライオンのサダくんだろう?
ポポ:なんで､知ってるの?
テツ:サグくんは､ライオンだけど､足が遅いんだ｡そのことを､いつもお父さんに怒られているんだ
よ｡お兄さんにもバカにされている｡きっと､また怒られたんだろうO
ポポ:そうなんだ｡あんなに強そうにみえても､悩みがあるんだ｡
テツ:誰だってそうだよ｡きっと｡でも､サダくん､この前､ぼくの手をひいて､うちまで送ってくれ
たよ｡やさしいところもあるんだ｡
ポポ:サグくんも､ちゃんと､人の悲しみがわかるんだ｡やっぱり､自分も悲しいことあるんだ｡
考え込むポポ
ナレー ション:ポポは､思いました｡強そうに思っていたサダくんにも､弱いところがあって､やさし
いところもある｡そして､この大っ嫌いだったポポの赤くて大きな鼻を､かっこいいって
言ってくれる友だちもいる｡この鼻でもいいやって､ほんの少し思いました｡
テツ:何考えているの?
ポポ:何でもない｡
二人で遊ぶ｡
ナレー ション:ポポは､鼻のことばかり気にしていましたが､本当は一番大切に考えなければいけない
ことは何だったのでしょうか? みなさんはどう思いますか?
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